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市
民
の
皆
さ
ま
の
声

市
民
の
皆
さ
ま
の
声

　
宜
野
湾
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
市
政
へ
の
参
加
を
推
進
し
、よ
り
よ
い
街

づ
く
り
を
共
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、ご
意
見
・
ご
要
望
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
日
頃
、市
政
に
対
し
て
抱
か
れ
て
い
る
提
言
、苦
情
、要
望
な
ど

を
お
寄
せ
下
さ
い 。

●
職
員
採
用
試
験
に
つ
い て

　
市
報
な
ど
に
職
員
採
用
合
格
者
の
点
数
を

公
開
し
て
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、
採
用
ま
で
の

過
程
を
市
報
で
お
答
え
下
さ
い 

 
。

【
人
事
課
か
ら
の
回
答
】 

〔
職
員
採
用
合
格
者
の
点
数
を
市
報
な
ど
に
公
開

す
る
こ
と
に
つ
い
て 〕　

職
員
採
用
合
格
者
の
点
数
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
の
た
め
合
格
者
本
人
以
外
か
ら
開
示

請
求
が
あ
っ
て
も
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
合
格
者
本
人
か
ら
開
示
請
求
が
あ
っ
て
も

自
己
に
関
す
る
情
報
の
み
公
開
す
る
こ
と
が

で
き
、
他
の
合
格
者
の
情
報
に
つ
い
て
は
公
開

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 　

 〔
採
用
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て 〕

　
採
用
試
験
を
実
施
す
る
場
合
、
市
の
部
長

以
上
で
構
成
す
る
試
験
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
会
の
中
で
、�
試
験
の
告
知
、�
受
験
資

格
、
�
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
等
を
決
定
し

て
い
き
ま
す 。　

受
験
資
格
等
の
決
定
後
、
地
元
の
琉
球
新

報
と
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
試

験
案
内
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す 。

　
一
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
県
外
の
業
者
に
試

験
問
題
と
採
点
を
委
託
し
て
お
り
、
事
前
に

試
験
問
題
が
漏
れ
た
り
、
採
点
が
改
ざ
ん
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
試
験
問
題

と
解
答
用
紙
は
終
了
後
す
ぐ
に
業
者
に
返
送

し
て
い
ま
す
。
採
点
は
業
者
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

処
理
で
行
い
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
採
用
区
分
ご

と
の
受
験
番
号
順
と
合
計
点
数
の
順
番
ご
と

の
二
種
類
が
結
果
と
し
て
市
に
報
告
さ
れ
ま

す 。　
一
次
試
験
の
合
計
点
数
上
位
か
ら
、
次
年
度

の
採
用
予
定
数
の
二
倍
の
人
数
を
試
験
委
員

会
で
決
定
し
、一
次
試
験
合
格
者
と
し
て
決
定

し
ま
す 。　

二
次
試
験
に
つ
い
て
、
行
政
職
の
場
合
、
適

性
検
査
と
作
文
、
集
団
討
論
と
個
別
面
接
を

実
施
し
ま
す
。
作
文
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
事

前
に
漏
れ
な
い
よ
う
、
市
長
決
裁
後
封
印
し
、

試
験
当
日
会
場
で
開
封
の
う
え
実
施
し
ま
す
。

集
団
討
論
、
個
別
面
接
に
つ
い
て
は
、
受
験
生

個
々
の
分
に
つ
い
て
、
試
験
官
一
人
一
人
が
採
点

し
ま
す
。
点
数
に
つ
い
て
は
、
試
験
ご
と
に
各

試
験
官
の
人
数
で
平
均
点
に
直
し
点
数
化
し

ま
す 。　

二
次
合
格
者
に
つ
い
て
は
、一
次
試
験
と
二
次

試
験
の
合
計
点
数
の
上
位
よ
り
、
次
年
度
採

用
予
定
人
数
分
に
つ
い
て
、
試
験
委
員
会
で
決

定
し
市
長
へ
報
告
の
後
、
市
長
が
最
終
合
格

者
を
決
定
い
た
し
ま
す 。

　
以
上
の
よ
う
に
、
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

は
、
公
平
・
公
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
を

ご
理
解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す 。

ご意見箱
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投書の  仕方

 金　城　安喜子です   。

いつまでも元気でいられる
ように、私達が元気を届けた いと思います。

 澤　岻　真　弓です   。

福祉サービスの提供や自立
の手助けができるよう毎日訪
問していますので、気軽に声 をかけてください。

ぐ
ゎ
ー
ゆ
ん
た
く

ち

ゃ ー茶
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一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年

五
月
、
米
国
政
府
は
沖
縄
の

長
期
保
有
を
決
定
し
ま
し
た
。

在
沖
米
軍
基
地
の
長
期
的

保
持
が
政
策
と
し
て
明
確
に

目
的
化
さ
れ
る
と
共
に
、
沖

縄
住
民
の
政
治
的
・
経
済
的

安
定
が
米
国
政
府
の
課
題

と
な
り
ま
し
た 。　

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
、

米
軍
政
府
は
五
月
二
六
日（
ペ

ル
リ
来
琉
日
）
を
琉
米
親
善

日
に
指
定
し
、
そ
れ
以
後
、

全
琉
規
模
で
様
々
な
「
親
善
」

行
事
が
催
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
は
、「
相
互
理
解
」
と
「
真

摯
な
協
力
精
神
」
が
謳
わ
れ

て
い
ま
し
た 。　

宜
野
湾
も
例
外
で
は
な
く
、

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
五

月
に
は
、ペ
ル
リ
来
琉
百
年

祭
と
し
て
、
普
天
間
飛
行
場

で
の
閲
兵
式
や
、
軍
司
令
官

が
小
学
校
を
訪
問
し
、
教
育

備
品
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
な
ど

が
贈
与
さ
れ
ま
し
た 。　

さ
ら
に
、
基
地
を
抱
え
る

自
治
体
を
中
心
に
、
琉
米
親

善
委
員
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
左
の
写
真
は
、
普
天

間
で
開
か
れ
た
委
員
会
の
一

コ
マ
で
す
。
米
軍
代
表
と
住

民
と
の
視
線
が
重
な
ら
な
い

ま
ま
懇
談
し
て
い
る
様
子
を

伝
え
て
い
ま
す
。
も
し
か
す

る
と
、
こ
の
写
真
は
偶
然
撮

影
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、「
琉
米
親
善
」

を
象
徴
的
に
写
し
出
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 13

。

「
宜
野
湾
市
史
」
へ の　問い合わ せ　教育委員会文化 課

1

八
九
三
ー
四
四
三 一

　高齢者訪問指導員は、市内にお住まい

65の 歳以上の高齢者宅を訪問し、要介護

状態の予防ために健康状態の確認や福祉 サービスの案内等を行っています。

　また、必要に応じて在宅介護支援セン

ターや関係機関と連携して、高齢者が安 心して暮らせるよう支援しています。

　老人福祉について困っていること、分

からないことがありましたらお気軽にご 相談下さい。

問い合わせ先  介護長寿課 
TEL 893-4411 高齢福祉係

204（内線  ）
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